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太雅の果実

表 果実品質(2012年）

品種
果実重
（ｇ）

果皮色

（赤道部）

糖度

（ﾟBrix）

果肉硬度

(kg)

汚損※

（％）

太雅 294 4.7 15.3 1.1 70

富有 297 7.3 16.2 1.3 20

※汚損は収穫後半に発生し薄墨状になる

〇単為結果力が強く、受粉樹がなくても結実は安定する。

〇へたすき果や果頂裂果がほとんど発生しない。

〇受粉樹が無い環境では種なし果の生産ができる。

〇糖度は１５～１６ﾟBrix。多汁で柔らかい肉質で食味良い。

〇収穫後半に汚損果（薄墨状）が発生する場合がある。


